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は密接で悪性化の像は認められなかった。 
5.下咽頭ポリープ症例
明石寿也
し，自覚症状もなかったので放置していた。 1カ月
前より鴨下時lζH因頭異物感が現われ来院。直達鏡下 
症例1.30才，男子。 1カ月来頚部異物感及び狭
窄感があり来院。直達鏡下 乙下咽頭後壁左側より発l
した。摘出標本は重量 ，最大の突起は で，8 4cmg
組織学的には線維腫であった。
2. 8症例 才，男子。 年前咳敗後， 中咽頭 肉41 lζ
乙下咽頭左側壁より発生せるポリープ状腫癌を摘出l
した。陸揚は 17 で 3つの突起よりなり，最大のg
起は線維腫であったが他の 2つは脂肪腫の像を呈し
15 K次で本邦文献中の下咽頭良性腫揚 例 就て統
Wtl計的観察を行い，第 は本邦症例中最大のもので2
2症例 は如何なる性質の患者か。
農業会職員で某大学で試験切除を受け良性故手術
せぬ方がょいと云われて放置していた。 
一 一 一
円 昌三
突起は 10cm K及び食道内lζ入っていた。此の突
生せる つの突起よりなるポリーフ。状腫麿を摘出3
塊が飛び出した とがあったが，直ちに腫癌は消失ζ
ていた。
武 
ある ζ とを述べた。
〔質問〕久保護弼
〔応答〕明石寿也
勤人。
〔応答〕北村武
6.食道周風唾療の 3例
第 1例。 42才女。鯉のテ γプラを食べた後喉頭
部右側の疹痛現われ 3日目に来院。
第 2例。 22才男。種類不明の魚のフライを食べ
喉の疹痛， 次いで左側頭部の疹痛と膨隆現われ 10
日自民来院。
両例共X線所見で魚骨の陰影を甲状軟骨下部氏発
見，頚部外切聞を行い魚骨摘出と排膿により治癒し
Tこ。 
第 3例。 53才女。 rかれいj の小骨を喉 l乙刺じ
職下痛出現， 4日目 lと悪臭ある粘調な唾液流出あり
来院， X線所見で既に異物の陰影なく，頚部外切開
で排膿したが異物を発見出来ず治癒した。 4日目に
排膿と共に異物は流出したと考えられる。
統計的にも本症の原因の最多のものは魚骨で，そ
の際外切開が賞用された。

〔質問〕久保護娼 

症例  3の魚の種類は何か，叉魚骨を発見し得なか

った理由は何か。

〔応答〕武宮三三 

カレイの小骨。 4日目悪臭粘調な唾液流出時，即

ち膿汁と共lと痩孔から流出したと考える。

〔追加〕斎藤宗寿 

餅を食べて食道周囲膿療を起した症例の経験あ 

円。之は餅網の針金(長さ1.5cm)であった。漁師
で原因不明で本症を起した事もある。

〔追加〕北村武 

此のような手術の指南には異物の位置を頚推の高

きでなく軟部との関係で記さねばならない。 
7.甲状腺腫の 1例
奈良四郎
49才の農婦，初診前 1カ月前より前頚部の略々
中央部lζ親指大の腫鹿発生す。手術lとより Struma 
col1oides nodosaで Cyste形成を伴っていた。
術後約  2年再発の傾向は全くなL、。前頭部中央に来
る腫麗の鑑別疾患，甲状腺腫の分類等を述べ，本患
者が生後より井戸水を使用しており，当地方に  
Strumaが頻々みられるので，井戸水の分析もある
いは本疾患の発生のー原因として追求されるべきか
と，予想した。 
8.診断が困難であった咽頭潰湯 2症例
奥田 稔 
1) 24才男。多発性アフタ様急性咽頭潰蕩，皮膚
発疹，外尿道口部潰蕩，弛張熱が出現し，白血球増
多，血沈の促進のほか細菌学的諸検査，胸部，尿，
心，肝，眼その他lζ特別の所見がなかった。抗生
剤， トリコマイシユ/，ビタミン剤，プレドニシ投与，
幸lζ治癒したが何が有効であったか不明であった。
皮疹組織所見では血管周囲の細胞浸潤がみられた。
特殊な細菌感染とその中毒，皮膚粘膜眼症候群など
が考えられた。 
2) 21才男。 5年来の慢性再発性咽頭潰揚があ'
り，潰蕩は浅く，辺縁浸潤少く，中咽頭より下咽頭
にのび，灰白被苔がある。春秋lと悪化，夏冬l乙軽快
する。結核，梅毒の所見はなく，カ yチ、タ症と考え
られたが，培養陰性，試験切除ではとく少数の菌糸
が潰蕩表層 lと認められた Kすぎなかった。トリコマ
イシン，ヨ{ドカリ投与経過観察中である。
